ビジネスクリエーター学会　第16回大会　要旨
事業構想学教育の展望と課題－事業構想学会計は成立するか－
宮城大学　内田　直仁
1．はじめに
1.1 研究背景・目的・意義
　事業構想学の定義と研究・教育の枠組みの報告
事業構想学独自の会計学研究・教育の提案
1.2 研究手法

大学・学会の発信、文献、現場実践から定義を導入
事業構想学教育と経営学教育の相違を意識し、教育体系を提示
2．定義
2.1 大学

　事業構想学・事業創造学、その他構想学・その他創造学を掲げる大学の発信を集約
2.2 学会　

　事業構想学を目的とする学会の発信を集約
　ビジネスクリエーター研究との類似性の考察

2.3 文献
文献から定義を考察
2.4 事業構想学の定義とトレンド
　2.3までから定義
　事業構想学の変革（起業から事業再構築・地域再生へ）

3．経営学との相違
3.1 学域・教育と実務　
　事業構想学と経営学の大局からの比較
3.2 教育体系の発展
　事業構想学だけに見られる教育特徴の考察
　教育現場に見られるエビデンス指向（理系化）

3.3 事業構想学における事業創造学と事業検証学
　事業構想学における学術・教育体系　
4. 事業構想学会計の考察
4.1 事業検証学としての会計の役割
4.2 研究対象と教育体系の考察
4.3 研究・教育成果としての人材像
4.4 小括
報告資料は、当日配布する。

